
で
「
復
興
モ

デ
ル
軽
ト
ラ

市
」
を
開
催

す
る
な
ど
、

モ
ビ
リ
テ
ィ

を
通
じ
た
復

興
支
援
・
貢

献
活
動
に
つ

な

げ

て

い

る
。

軽
ト
ラ
市
が
生
み
出
す
効
果
と

し
て
①
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

と
継
続
②
商
店
街
担
い
手
の
発
掘

と
拡
大
③
商
店
街
店
舗
の
意
識
改

革
④
軽
ト
ラ
市
の
全
国
拡
大
⑤
自

動
車
企
業
と
の
連
携
⑥
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
⑦

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
へ
の
展
開
⑧
地
域
計
画
へ
の

展
開
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
外
国
人
共
生
を
目
指
し

た
国
際
交
流
や
健
康
の
た
め
の
医

療
地
域
活
動
な
ど
、
地
域
社
会
と

の
交
流
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

発
案
に
よ
り
、
全
国
の
軽
ト
ラ
市

団
体
が
交
流
す
る
「
全
国
軽
ト
ラ

市
サ
ミ
ッ
ト
／
全
国
軽
ト
ラ
市
」

を
行
っ
て
い
る
。

19
年
か
ら
は
「
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
」
（
現
ジ
ャ
パ
ン
モ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
）
に
も
参
加
し
、

〝
軽
ト
ラ
市
の
未
来
〟
を
体
現
す

る
工
夫
を
み
せ
た
。
24
年
に
は
、

能
登
地
震
で
復
旧
が
遅
れ
て
い
る

輪
島
朝
市
の
復
興
に
、
建
物
の
再

開
発
を
待
た
ず
に
実
施
で
き
る
軽

ト
ラ
市
が
有
効
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
輪
島
朝
市
の
協
力
を
得

て
、
輪
島
高
校
、
仮
設
住
宅
な
ど

の
研
究
・
社
会
実
験
的
な
連
携
事

業
を
展
開
す
る
。

軽
ト
ラ
市
の
ス
タ
ー
ト
は
05
年

の
元
祖
し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ
市
。

人
口
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
衰
退
す

る
地
方
商
店
街
を
活
性
化
す
る
策

と
し
て
開
始
し
た
。
雪
が
降
ら
な

い
５
～
11
月
に
月
１
回
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
に
１
４
０
回
の
開
催
実

績
を
持
つ
。

開
始
当
初
か
ら
、
軽
ト
ラ
市
の

名
称
が
特
定
企
業
の
独
占
と
な
ら

な
い
よ
う
、
同
軽
ト
ラ
市
に
よ
っ

て
商
標
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

特
徴
の
一
つ
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰

も
が
軽
ト
ラ
市
の
名
称
を
使
え
る

と
い
う
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
共
有
し
、
解
決
す
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
同
軽
ト
ラ
市
の

と
を
目
的
と
し
て
組
織
し
た

と
い
う
。
現
在
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
２
団
体
を
含
む
47
団

体
が
参
加
し
て
い
る
。
軽
団

連
を
構
成
す
る
主
要
な
軽
ト

ラ
市
は
、
岩
手
県
雫
石
町
の

「
元
祖
し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ

市
」
、
宮
崎
県
川
南
町
の

「
『
定
期
朝
市
』
ト
ロ
ン
ト

ロ
ン
軽
ト
ラ
市
」
、
愛
知
県

新
城
市
の
「
し
ん
し
ろ
軽
ト

ラ
市
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト
」

で
「
３
大
軽
ト
ラ
市
」
と
呼

ば
れ
る
。
さ
ら
に
、
軽
ト
ラ
市
活

動
の
拡
大
を
目
的
に
、
15
年
か
ら

調
査
研
究
機
関
と
し
て
愛
知
大
学

三
遠
南
信
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ

ー
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
が
参
加
。

定
期
的
に
全
国
調
査
を
行
い
、
全

国
軽
ト
ラ
市
の
出
店
者
、
来
場

者
、
運
営
者
、
運
営
費
な
ど
の
定

量
的
な
調
査
も
行
い
、
軽
ト
ラ
市

全
国
軽
ト
ラ
市
で
ま
ち
づ
く
り

団
体
連
絡
協
議
会
（
軽
団
連
）

は
、
全
国
の
軽
ト
ラ
市
に
よ
る
ゆ

る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
２
０
１
５
年
11
月
に
設
立
さ

れ
た
。
商
店
街
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
組
織
間
の
交
流
や
連
携

を
促
進
し
、
軽
ト
ラ
市
を
利
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

大 賞
全
国
軽
ト
ラ
市
で
ま
ち
づ
く
り
団
体
連
絡
協
議
会


共
同
応
募

元
祖
し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ
市･

実
行
委
員
会

｢

定
期
朝
市｣

ト
ロ
ン
ト
ロ
ン
軽
ト
ラ
市･

軽
ト
ラ
市
事
業
委
員
会

し
ん
し
ろ
軽
ト
ラ
市
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト･

実
行
委
員
会

愛

知

大

学

三

遠

南

信

地

域

連

携

研

究

セ

ン

タ

ー

地
域
振
興
に
加
え
災
害
復
興
に
も
貢
献

地
域
振
興
に
加
え
災
害
復
興
に
も
貢
献

軽トラ市による軽トラ市による
商店街活性化活動商店街活性化活動

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】
こ
の
度
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｐ
大
賞
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
軽
ト
ラ
市
は
05
年
の
雫
石
町
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
全
国
１
５

０
を
超
え
る
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
の
中
で
、
商
店
街
を
活
性
化

し
地
域
を
支
え
る
重
要
な
手
法
で
す
。
今
回
は
、
軽
団
連
と
雫
石･

新
城･

川
南
の

拠
点
軽
ト
ラ
市
愛
知
大
学
の
共
同
受
賞
で
す
が
全
国
の
軽
ト
ラ
市
と
関
係
者
を

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
お
り
ま
す

全
国
軽
ト
ラ
市
な
ど
軽
ト
ラ
市
間

の
つ
な
が
り
を
強
め
な
が
ら
一
層
の
軽
ト
ラ
市
発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す


に
つ
な
が
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
映
像

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
道
路
環
境
改

善
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
多
い
県
北
部
に
お
け
る
渋
滞
解

消
に
も
取
り
組
み
、
ス
マ
イ
ル
く

ん
に
よ
る
渋
滞
回
避
に
つ
な
が
る

別
ル
ー
ト
案
内
や
新
た
な
立
ち
寄

り
先
紹
介
、
県
南
部
エ
リ
ア
へ
の

訪
問
促
進
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

交
通
事
故
件
数
と
危
険
挙
動
の
大

幅
削
減
に
成
功
し
た
。

る
事
故
対
策
が
課
題
だ
っ
た
。
ま

た
、
観
光
客
が
集
中
す
る
こ
と
で

発
生
す
る
交
通
渋
滞
を
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
も
解
消
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

沖
縄
の
方
言
で
助
け
合
い
を
意

味
す
る
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
名
に
冠
す
る
こ
の
取
り

組
み
は
、
現
在
同
社
と
ト
ヨ
タ
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
、
沖
縄
県
警
察

本
部
、
矢
崎
総
業
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
、
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
、
琉
球
大
学
、
東
京
大
学

大
学
院
工
学
系
研
究
科
の
９
者
が

参
画
。

交
通
事
故
削
減
に
つ
い
て

は
、
安
全
運
転
行
動
に
寄
与

す
る
車
内
プ
ッ
シ
ュ
型
ア
プ

リ
の
開
発
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
映
像
解

析
、
車
両
デ
ー
タ
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
運
転
診
断
機
能
を
搭

載
し
た
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト

「
ス
マ
イ
ル
く
ん
」
と
そ
の

発
展
形
で
あ
る
「
ゆ
い
ま
る

く
ん
」
を
レ
ン
タ
カ
ー
に
搭

載
し
、
観
光
を
楽
し
み
な
が

ら
安
全
運
転
を
行
え
る
よ
う

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転

意
識
向
上
に
注
力
し
て
き

た
。
ま
た
、
危
険
運
転
行
動

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
沖
縄

（
野
原
朝
昌
社
長
、
沖
縄
県
那
覇

市
）
は
、
２
０
２
０
年
３
月
以

降
、
「
沖
縄
ゆ
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
着
手
し
、
産
官
学
連

携
に
よ
る
交
通
事
故
削
減
と
渋
滞

解
消
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
尽
力

し
て
い
る
。

沖
縄
県
で
は
、
観
光
客
が
増
え

た
こ
と
に
伴
い
レ
ン
タ
カ
ー
の
貸

出
件
数
も
拡
大
。
同
時
に
交
通
事

故
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
特
に

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
に
対
す
る
理

解
が
不
足
し
が
ち
な
外
国
人
に
よ

モビリティ･ソリューション賞

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
沖
縄

｢沖縄ゆいまーるプロジェクト｣で地域活性｢沖縄ゆいまーるプロジェクト｣で地域活性

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】
こ
の
度
、
沖
縄
県
警

察
本
部
様
な
ど
と
産
官
学
で
デ
ー
タ
連
携
に
よ

る
交
通
事
故
削
減
や
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取

り
組
み
を
評
価
頂
き
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
活
動
を
通

じ
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
と
の
力
を
合
わ
せ
て
社

会
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
、
地
域
社
会
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
県
民
や
観
光
客
が
安
全
で

快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
際
に
給
電
す
る
体
験
や
車
中
避

難
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
実
証
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
医

療
機
器
利
用
者
と
の
具
体
的
な
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

今
後
同
社
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
用
Ｈ
Ｖ
を
活
用
し
た
医
療
的

ケ
ア
児
の
災
害
時
支
援
の
具
体
的

な
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
、
行
政

と
企
業
の
協
働
、
障
害
と
障
害
者

理
解
の
促
進
、
災
害
対
策
を
柱

に
、
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て

い
く
。

ち
が
被
災
時
に
最
も
希
望
す
る
避

難
所
と
し
て
自
宅
と
医
療
機
関
が

８
割
以
上
を
占
め
、
一
般
避
難
所

が
０
・
８
％
と
「
避
難
」
に
対
す

る
不
安
が
健
常
者
以
上
に
大
き
い

実
態
が
あ
る
。
災
害
時
の
長
時
間

に
わ
た
る
停
電
に
よ
り
人
工
呼
吸

器
や
た
ん
の
吸
引
な
ど
に
使
用
す

る
医
療
機
器
が
使
用
不
能
と
な
る

ほ
か
、
命
に
か
か
わ
る
事
例
が
発

生
す
る
た
め
、
蓄
電
池
の
備
え
が

必
要
に
な
る
。

こ
の
実
態
を
受
け
、
モ
ビ
リ
テ

ィ
領
域
で
何
か
貢
献
で
き
な
い
か

と
考
え
た
同
社
は
、
Ｈ
Ｖ
シ

ェ
ア
カ
ー
を
配
置
す
る
こ
と

で
災
害
時
に
車
両
の
給
電
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
考
え
た
。
レ
ン
タ

カ
ー
と
異
な
り
、
シ
ェ
ア
カ

ー
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
か
ら
ド
ア
ロ
ッ
ク
の
開

閉
、
エ
ン
ジ
ン
ス
タ
ー
ト
を

行
え
る
た
め
、
人
を
介
在
さ

せ
ず
に
災
害
時
に
す
ぐ
使
え

る
利
点
が
あ
る
。

同
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
に
医
療
的
ケ
ア
児
の
災
害

時
支
援
へ
の
協
力
を
働
き
掛

け
、
Ｈ
Ｖ
か
ら
医
療
機
器
へ

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
香
川
（
向
井

良
太
郎
社
長
、
香
川
県
高
松
市
）

は
２
０
２
４
年
３
月
以
降
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
Ｈ
Ｖ
）
の
給
電
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
医
療
的
ケ
ア
児
の
災
害
時
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
医
療
的
ケ

ア
児
と
そ
の
家
族
の
防
災
を
考
え

る
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
た
同
社

顧
客
の
活
動
に
同
社
社
員
が
関
心

を
抱
い
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

香
川
県
で
は
、
難
病
や
障
害
で

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
た

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】
こ
の
度
は
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
頂
き
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
オ
ー
ル
ト
ヨ
タ

で
香
川
県
と
災
害
時
の
給
電
車
提
供
の
協
定
は

結
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
医
療
的
ケ
ア
児

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
出
会
い

か
ら
こ
の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
す
が

災
害
時
に
機
能
す
る
よ

う
に
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す

ソ
ダ
テ
ル
様
を
は
じ
め
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す


モビリティ･ソリューション賞

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
香
川

共
同
応
募･

香
川
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

ソ
ダ
テ
ル｣

ＨＶ活用し医療的ケア児の災害時支援ＨＶ活用し医療的ケア児の災害時支援

産官学連携し事故防止と渋滞解消産官学連携し事故防止と渋滞解消給電機能使い医療機器の電力供給給電機能使い医療機器の電力供給

日
24
時
間
利
用
が
可

能
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
の
電

欠
対
応
と
し
て
可
搬
型

Ｅ
Ｖ
充
放
電
器
「
Ｐ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｖ
２
Ｖ
」
を
導

入
。
Ｅ
Ｖ
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ

の
充
電
が
で
き
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
場
所

で
も
Ｅ
Ｖ
の
充
電
が
可

能
。
こ
れ
を
活
用
し

「
電
欠
時
駆
け
つ
け
サ

ー
ビ
ス
」
を
開
始
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
充
電

設
備
の
不
足
や
電
欠
の

不
安
を
払
拭
で
き
、
次

世
代
自
動
車
導
入
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
う
ち
運
輸
部
門
は
18
・
５
％
を

占
め
る
。
同
社
は
こ
れ
を
念
頭
に

置
き
、
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
、
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し

営
業
を
行
う
す
べ
て
の
公
共
交
通

事
業
者
の
先
導
役
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
同
社
は
、
次
世
代
自
動
車

の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
同
社

が
自
助
の
た
め
に
整
備
し
て
き
た

イ
ン
フ
ラ
施
設
を
提
供
す
る
活
動

を
開
始
。
ま
ず
、
社
用
車
や
営
業

車
の
Ｅ
Ｖ
へ
の
代
替
え
を
推
進
し

て
い
る
地
域
の
行
政
や
企
業
向
け

に
、
同
社
が
所
有
し
て
い
る
急
速

充
電
器
を
無
料
で
開
放
し
て
い

る
。
こ
の
急
速
充
電
器
は
３
６
５

れ
て
お
り
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ク
シ
ー
は
同
市
行
政
か
ら
委
託

さ
れ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
と
し
て
運

行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

Ｅ
Ｖ
の
給
電
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
災
害
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
に
向
け
た
電
力
供
給
を

行
う
災
害
協
定
を
自
治
体
と
締

結
。
本
社
に
Ｖ
２
Ｈ
を
設
置
し
た

こ
と
で
、
大
規
模
災
害
で
電
力
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
時
で
も
電
力
を
保

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
住
民
の
災
害
時
不
安
を
払

拭
し
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に

Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
の
電
力
で
共
助

し
て
い
る
。

優
し
い
運
輸
業
界
を
目
指

し
た
認
証
制
度
「
グ
リ
ー

ン
経
営
」
の
認
証
を
取
得

し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

所
有
す
る
車
両
の
１
０
０

％
が
環
境
に
優
し
い
車
両

と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代

自
動
車
と
呼
ば
れ
る
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
積
極

的
に
タ
ク
シ
ー
車
両
と
し

て
導
入
し
て
い
る
。
同
社

で
は
、
本
社
社
屋
の
屋
根

に
43
㌔
㍗
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
お
り
、
日

照
時
間
は
太
陽
光
か
ら
得

た
電
力
を
、
本
社
内
の
電
力
や
Ｅ

Ｖ
の
充
電
に
活
用
し
て
い
る
。
夜

間
や
天
候
に
よ
っ
て
不
足
す
る
電

力
は
「
非
化
石
証
書
」
を
購
入
す

る
こ
と
で
補
い
、
電
力
を
作
る
・

充
電
す
る
・
活
用
す
る
す
べ
て
に

お
い
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ク
シ
ー
を
誕
生

さ
せ
た
。
同
社
が
位
置
す
る
飯
田

市
は
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
選
出
さ

南
信
州
広
域
タ
ク
シ
ー
（
鈴
木

佳
史
社
長
、
長
野
県
飯
田
市
）

は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
ゼ
ロ
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ク
シ
ー
を
活
用
し
た
、
地
域
の
デ

マ
ン
ド
交
通
運
行
、
災
害
時
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
、
次
世
代
自
動

車
導
入
促
進
を
後
押
し
す
る
活
動

を
進
め
て
き
た
。

２
０
０
８
年
、
地
球
に
お
け
る

選 考 委 員 特 別 賞

南
信
州
広
域
タ
ク
シ
ー

脱
炭
素
へ
公
共
交
通
事
業
者
を
先
導

脱
炭
素
へ
公
共
交
通
事
業
者
を
先
導

ＥＶタクシーのデマンドＥＶタクシーのデマンド
交通運行でＣＯ２削減交通運行でＣＯ２削減

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】
こ
の
度
は
選
考
委
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
受
賞
は
弊
社
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
環
境
文
化

都
市
で
あ
る
私
達
の
町
「
飯
田
市
」
の
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
連
携
し
た
事
が
評

価
さ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
き
る
事
か
ら
地
道
に
積
み
重
ね
、
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
当
た
り
前
の
行
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
ク
ル
マ
社

会
の
中
で
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
実
現
す
る
為
に
、
人
と
環
境
に
や
さ

し
く
安
全
の
上
に
安
心
を
提
供
す
る
企
業
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

（第三種郵便物認可）2 0 2 5年(令和7年)2月7日(金曜日) (６)


